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製造プロセスの IT 化を図るための
工数分析ツールの開発 山形県

西置賜郡
2001

84

年

名

株式会社最上川環境
技術研究所
ポンプ及びポンプ応用製品の設計開発、
製造

現在は QA エンジニアとして働いていますが、新卒
から 10 年間システムエンジニアをおこなっており、
開発スキルの維持・向上と、分かりやすくコード作
成を出来る技術をつかって、現場の技術者の方の IT
スキル向上と生産性向上に寄与したいと考えていま
した。

分析ツールの開発に従事し、開発時に受け渡した
後までを考え、読みやすく分かりやすいコードで
作成していただきました。

非常に優秀な方が副業人材として加わり、大変助かっ
ています。工場での社内情報システム部門というもの
は仕事の性質上、保守や運用が多く、最新の言語や
コードの書き方を学ぶ場というものが少ないのが現状
です。そのため IT 企業等で働いている西町氏と実際
に作業をするという経験ができることにより、自身の
スキルについても伸ばすことができる環境と感じてい
ます。
また、自分たちの成長やレベルアップにつながる方の
採用サポートをいただいたプロフェッショナル人材戦
略拠点には感謝しています。

㈱ FLUX　勤務主な経歴：

管理課 係長

役職名： 個人事業主 ( 副業 )

西町 和也 氏

年　齢： 53 歳
家族構成：妻、子供 3 人
出身地： 還流ルート：熊本県 転居なし
業務遂行手段： 全て遠隔業務

当社では以前より作業工数を登録し、分析したいという要望があり、そのためのシステムを導入していました。
当社では機械を入れるのが難しい組立作業が中心であり、工数削減による利益追求は必須でした。しかし、こ
のシステムの導入を先導した社員が退社し、現場ではとりあえず使って登録することだけが主目的になってし
まい、その結果、システムに慣れた社員がおらず、システムを導入した意味がない状態になっていました。プ
ロセスを踏んで改善していくことになり第１段として正しくデータを入力することができる状態を作り上げて
来ました。その後、何をどのように分析するのか、方法について模索していたところです。

作業工数の分析手法を確立

現場の使用実績や分析の自由度を考えると Excel と VBA を駆使したものになると考えました。データの処理に
関してはプログラムにて高速で処理し、一意の結果のみならずユーザが多様なやり方で考察が必要な部分につ
いてある程度自由にできるようにということで Excel と VBA を適用しました。
また、そもそもこういった工数登録システムの構築・コード作成は運用経験及びデータベース等に詳しいといっ
たスキルも必要になってくると考え、幾度となく WEB 会議を重ね議論して来ました。

作業工数分析の IT 化による生産性向上

作業工数分析ツールの開発に向けて現場での仕様・実現したいことをお互い話し合い、認識合わせを行いました。
実現することは３つ。
①目標工数との比較　②ロット単位での工数推移　③個人の貢献度及び工数推移
この３つを入れることで工数削減だけでなく、教育効果の指標となるものが作り上げられます。
認識合わせの後、２ヶ月程度の開発期間を経て、プロトタイプが完成。現場で使用するユーザに仕様打合せで
決定されたことの実現と使用感を確認してもらい、使いやすさと機能を確認しました。その後１ヶ月程度し、
ブラッシュアップをかけ、リリースしました。

作業工数分析ツールの開発

川井 翼 氏

12 山形県


